




○添付資料の目次

 

１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… 2

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 …………………………………………………………………………… 3

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ………………………………………………………… 3

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ………………………………………………………… 3

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 ……………………………………………………… 3

３．四半期連結財務諸表 …………………………………………………………………………………………………… 4

（１）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………… 4

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………… 6

四半期連結損益計算書  

第１四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 6

四半期連結包括利益計算書  

第１四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 7

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………… 8

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 8

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… 8

（セグメント情報等） ……………………………………………………………………………………………… 8

（重要な後発事象） ………………………………………………………………………………………………… 9

 

- 1 -



１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、国内消費については、消費増税後の反動減が一巡し回復の兆し

もみられるようになってまいりましたが、外需については、中国経済の減速などにより輸出が伸び悩んでおり、全体

としては景気回復の動きは緩慢なものとなりました。世界経済においては、米国が個人消費の増加から好調な傾向を

示す一方で、アセアンなど新興国では成長鈍化が継続し、中国でも株価下落などからその景気動向は不安定な状況と

なりました。

 当社グループが属する自動車業界におきましては、当第１四半期において、国内では、４月の軽自動車増税に伴う

軽自動車の販売の落込みなどにより、自動車生産台数は前年同期比で減少致しました。アセアンでは、マレーシアの

自動車生産台数は前年並みで推移しましたが、タイは内需・輸出双方とも伸び悩んでおり、また、インドネシアはイ

ンフレ抑制策により自動車ローン金利が上昇していることなどから、タイとインドネシアではともに自動車生産台数

は前年同期比で減少致しました。また、中国については、株式などの資産価値の下落影響を受けて自動車需要が鈍化

傾向にあり、自動車生産台数も前年同期並みに留まりました。

 このような環境の下、当社グループは、強固な企業体質を目指し、売上拡大に加え利益確保を最優先にグループ一

丸となって、より一層の経費低減をはじめ、あらゆる合理化に取り組んでまいりました。その結果、中国の関係会社

の完全子会社化の影響や受注増の影響などから増収を確保したものの、生産能力の増強投資や人材の先行採用など成

長のための先行費用の増加、アセアンマーケットの低迷などによるアセアン子会社の不振により収益性が悪化し、当

第１四半期連結累計期間において、売上高は23,653百万円（前年同期比10.8％増）、営業損失は520百万円（前年同

期は営業利益262百万円）、経常損失は282百万円（前年同期は経常利益346百万円）、また親会社株主に帰属する四

半期純損失は386百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純利益187百万円）となりました。

 

 セグメントの業績は次のとおりであります。

①自動車部品事業

 自動車部品事業におきましては、中国の関係会社の完全子会社化の影響や受注増の影響などから増収を確保したも

のの、生産能力の増強投資や人材の先行採用など成長のための先行費用の増加、アセアンマーケットの低迷などによ

るアセアン子会社の不振により収益性が悪化し、売上高は21,489百万円（前年同期比12.3％増）、営業損失は476百

万円（前年同期は営業利益282百万円）となりました。

②用品事業

 用品事業におきましては、取扱品目の増加により増収を確保し、売上高は2,097百万円（前年同期比16.6％増）、

営業損失は33百万円（前年同期は営業損失70百万円）となりました。

③その他事業

 その他事業におきましては、売上高は442百万円（前年同期比29.8％減）、営業損失は25百万円（前年同期は営業

利益50百万円）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

（資産、負債及び純資産の状況）

 当第１四半期連結会計期間末における総資産は88,659百万円となり、前連結会計年度末比で1,442百万円の増加

となりました。主な要因は、現金及び預金の増加1,624百万円、リース資産の増加1,467百万円及びその他流動資

産の減少1,570百万円等であります。

 負債は64,349百万円となり、前連結会計年度末比で1,694百万円の増加となりました。主な要因は、長期借入金

（１年以内返済予定分を含む。）の増加1,867百万円、賞与引当金の増加864百万円及び短期借入金の減少1,003百

万円等であります。

 純資産は24,309百万円となり、前連結会計年度末比で251百万円の減少となりました。なお、自己資本比率は

25.5％となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成28年３月期の業績予想につきましては、平成27年５月15日に公表したものから修正はございません。

 なお、本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報並びに合理的で

あると判断する一定の情報に基づいております。実際の業績は、様々な要因により異なる結果となる可能性があり

ますので、ご承知おきください。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

  該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算） 

  税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

  （企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当

社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用と

して計上する方法に変更しております。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合につい

ては、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四

半期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持

分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結

累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事

業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首時点か

ら将来にわたって適用しております。 

 これによる損益に与える影響はありません。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 10,092 11,717 

受取手形及び売掛金 17,553 16,997 

電子記録債権 1,316 1,131 

商品及び製品 4,300 4,338 

仕掛品 391 434 

原材料及び貯蔵品 3,070 3,383 

繰延税金資産 68 59 

その他 4,381 2,811 

貸倒引当金 △125 △135 

流動資産合計 41,051 40,739 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 9,172 9,533 

機械装置及び運搬具（純額） 7,166 7,314 

工具、器具及び備品（純額） 2,364 2,217 

土地 3,637 3,630 

リース資産（純額） 3,339 4,806 

建設仮勘定 4,132 3,668 

有形固定資産合計 29,811 31,170 

無形固定資産    

のれん 1,234 1,200 

その他 1,657 1,596 

無形固定資産合計 2,891 2,797 

投資その他の資産    

投資有価証券 7,351 7,625 

長期貸付金 1,425 1,493 

繰延税金資産 291 247 

その他 4,402 4,593 

貸倒引当金 △7 △7 

投資その他の資産合計 13,462 13,952 

固定資産合計 46,165 47,920 

資産合計 87,216 88,659 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 18,725 19,038 

短期借入金 1,979 976 

1年内返済予定の長期借入金 3,320 4,135 

リース債務 2,538 2,936 

未払法人税等 140 90 

未払費用 2,318 2,347 

賞与引当金 1,628 2,493 

役員賞与引当金 41 56 

製品保証引当金 1,512 1,371 

その他 2,544 1,826 

流動負債合計 34,749 35,271 

固定負債    

長期借入金 12,977 14,030 

リース債務 3,632 3,738 

繰延税金負債 1,490 1,539 

退職給付に係る負債 9,588 9,538 

資産除去債務 171 188 

環境対策引当金 11 10 

その他 33 33 

固定負債合計 27,905 29,078 

負債合計 62,655 64,349 

純資産の部    

株主資本    

資本金 8,929 8,929 

資本剰余金 2,708 2,708 

利益剰余金 9,291 8,761 

自己株式 △33 △34 

株主資本合計 20,896 20,365 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 2,630 2,823 

繰延ヘッジ損益 △82 △11 

為替換算調整勘定 △261 △261 

退職給付に係る調整累計額 △361 △285 

その他の包括利益累計額合計 1,924 2,264 

非支配株主持分 1,739 1,680 

純資産合計 24,561 24,309 

負債純資産合計 87,216 88,659 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

売上高 21,345 23,653 

売上原価 16,713 19,558 

売上総利益 4,632 4,094 

販売費及び一般管理費 4,369 4,615 

営業利益又は営業損失（△） 262 △520 

営業外収益    

受取利息 7 7 

受取配当金 88 104 

持分法による投資利益 141 176 

固定資産賃貸料 86 10 

その他 39 47 

営業外収益合計 363 345 

営業外費用    

支払利息 72 92 

固定資産賃貸費用 22 4 

為替差損 161 0 

その他 22 10 

営業外費用合計 278 108 

経常利益又は経常損失（△） 346 △282 

特別利益    

固定資産売却益 2 2 

特別利益合計 2 2 

特別損失    

固定資産処分損 2 48 

特別損失合計 2 48 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
346 △328 

法人税等 158 120 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 188 △448 

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△） 
1 △61 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
187 △386 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 188 △448 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 144 197 

為替換算調整勘定 △79 △12 

繰延ヘッジ損益 - 70 

退職給付に係る調整額 302 75 

持分法適用会社に対する持分相当額 △210 14 

その他の包括利益合計 156 345 

四半期包括利益 345 △103 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 360 △47 

非支配株主に係る四半期包括利益 △15 △55 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 合計 

  自動車部品 用品 計 

売上高          

外部顧客への売上高 19,137 1,799 20,937 407 21,345 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
- - - 221 221 

計 19,137 1,799 20,937 629 21,567 

セグメント利益及び損失（△） 282 △70 212 50 263 

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産管理事業等を含んで

おります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円） 
 

利益  金額 

報告セグメント計 212 

「その他」の区分の利益 50 

セグメント間取引消去 △1 

四半期連結損益計算書の営業利益 262 

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 合計 

  自動車部品 用品 計 

売上高          

外部顧客への売上高 21,488 1,881 23,370 283 23,653 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
0 215 216 158 375 

計 21,489 2,097 23,586 442 24,028 

セグメント損失 △476 △33 △509 △25 △535 

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、自動車用電球製造販売事業

を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円） 
 

利益  金額 

報告セグメント計 △509 

「その他」の区分の利益 △25 

セグメント間取引消去 15 

四半期連結損益計算書の営業損失 △520 
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（重要な後発事象）

   該当事項はありません。
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